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1. はじめに  
 量子ドット(Quantum Dots: QDs)とは数 nm～数十 nm の半導体結晶であり、粒径を変えることに

よって蛍光波長を変えることができる。また、QDs はコア/シェル構造をとることで発光の安定性

が向上する。そこで、コア/シェル構造を持つ CuInS2/ZnS QDs に着目した。本研究では、CuInS2/ZnS 

QDs を用いた作製工程においての熱源を筒状の電熱線であるマントルヒーターと、加熱したシリ

コーンオイルの 2 種類に分けて作製を行い、発光特性の比較を行った。 

2. 実験方法 
 はじめに、酢酸銅、酢酸インジウム、酢酸亜鉛、オレイン酸、オクタデセンを用いて金属プリ

カーサーを作製した。次に、硫黄、オレイルアミンを用いて S プリカーサーを作製した。金属プ

リカーサーと S プリカーサーを使用した。ホットインジェクション法により CuInS2/ZnS QDs を作

製した。このとき熱源はには、マントルヒ－ターまたは、シリコーンオイルを用いた。Cu:Zn 比は

1:3, 1:10 の 2 条件で作製を行った。作製した QD の蛍光スペクトルを蛍光分光光度計で測定した。 

3. 実験結果 
 加熱方法の違いによる温度変化を図 1 に示す。加熱温度は、100℃で 10min、180℃で 10min、

230℃で 5min である。図 1 より、マントルヒーターを用いる方法（マントルヒーター法）は、シ

リコーンオイルを用いる方法（シリコンオイル法）より加熱時間を約 5.8 倍短縮することができ

た。Photo Luminescence (PL)測定結果を図 2 に示す。発光強度は、マントルヒーター法が、シリコ

ーンオイル法より、Cu:Zn 比が 1:3 のとき約 3.3 倍、1:10 のとき約 8.9 倍上昇した。さらに Cu:Zn

比が 1:3 のとき、マントルヒーター法の半値幅は 73nm であるのに対して、シリコーンオイル法の

半値幅は 81nm であり、半値幅は狭くなった。また、Cu:Zn 比が 1:10 の時、マントルヒーター法

の半値幅は 98nm であり、シリコーンオイルの半値幅 104nm より狭くなった。よって、マントル

ヒーター法より、発光強度の上昇、および狭半値幅を確認した。 

図 1 加熱方法の違いによる温度変化 図 2 PL 測定結果（励起波長 500nm） 
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